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女
性
の
パ
ー
ト
を
含

め
て
雇
用
対
策
は
あ
る
か
。

　
　
　

市
内
で
は
食
鳥
工

場
の
増
設
と
福
祉
関
連
の

３
施
設
が
増
設
さ
れ
雇
用

を
期
待
し
て
い
る
。

　
　

既
存
の
企
業
や
商
店

街
の
雇
用
拡
大
に
、
市
独

自
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

県
が
新
規
採
用
に

１
０
０
万
円
の
補
助
を
発

表
さ
れ
た
の
で
、
市
と
し

て
も
上
乗
せ
を
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

　
　

菅
総
理
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
に
参
加
を
表
明
さ
れ
た
。

仮
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た

場
合
、
日
本
の
農
業
は
壊

滅
状
況
に
な
る
。

　

市
長
と
し
て
曽
於
市
の

農
業
を
守
る
立
場
で
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
関

税
全
廃
が
原
則
で
あ
り
日

本
農
業
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま

う
の
で
絶
対
反
対
で
阻
止

し
て
い
き
た
い
。

　
　

仮
に
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
し
た
場
合
、
曽
於

市
の
農
業
関
係
で
は
被
害

総
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

　
　
　

米
・
畜
産
・
茶
な

ど
総
額
１
５
９
億
６
千
万

円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

東
部
畑
か
ん
地
域
の

お
茶
農
家
が
水
利
用
に
つ

い
て
制
限
が
さ
れ
て
い
る

が
原
因
は
何
か
。

　
　
　

事
業
開
始
し
て
27

年
が
経
過
し
、
お
茶
の
作

付
の
増
反
が
進
み
容
量
不

足
に
な
り
間
断
散
水
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　
　

東
部
畑
か
ん
の
水
利

用
の
農
家
戸
数
は
何
戸
か
。

　
　
　

曽
於
市
の
畑
か
ん

の
組
合
員
は
１
５
９
９
人

で
、
水
を
利
用
し
て
い
る

組
合
員
は
３
１
８
人
で
全

体
の
20
％
で
あ
る
。

　

ま
た
、
受
益
面
積
は
１

０
０
０
ha
で
、
加
入
面
積

は
１
８
２
ha
で
あ
る
。

　
　

今
年
の
米
の
下
落
は

農
家
に
と
っ
て
苦
し
い
状

況
で
あ
る
。
市
長
は
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
　

米
の
下
落
の
原
因

は
生
産
数
量
が
大
き
く
上

回
っ
た
こ
と
と
、
一
等
米

比
率
が
大
き
く
減
少
し
た

の
で
下
落
し
た
。

　
　

現
状
が
続
く
と
曽
於

市
の
米
作
り
は
後
退
し
水

田
が
荒
れ
て
く
る
。
曽
於

市
の
お
い
し
い
米
を
沖
縄

県
に
売
り
込
む
た
め
農
協

や
生
産
者
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
め
な
い
か
。

　
　
　

米
の
販
売
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
し
か
し
何

ら
か
の
対
策
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
沖
縄
県

に
米
を
売
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
な
ら
良
い
事
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
情
報
が

あ
れ
ば
提
供
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

注
釈

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
と
は
…
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
の
略
称
。
参
加
国
間

で
の
貿
易
に
関
す
る
関
税

の
撤
廃
を
原
則
と
し
て
い

る
協
定
。（
完
全
自
由
化
）

　
　
　
　
　
　

末
吉
の
内

村
工
業
団
地
に
ニ
チ
レ
イ

の
冷
凍
工
場
が
誘
致
さ
れ

た
が
今
後
の
見
通
し
は
ど

う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

国
内
の
企
業

は
景
気
低
迷
で
、
慎
重
な

姿
勢
で
あ
る
。

　

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
食
品
関
連
や
流
通
部

門
な
ど
企
業
誘
致
活
動
に

努
力
し
て
い
く
。

　
　

市
民
の
中
に
は
職
を

失
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
実

態
は
つ
か
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

大
隅
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
情
報
で
10
月
末
現
在
で

約
９
６
５
人
で
は
な
い
か
。

池
田
市
長

市
長

問

市
長

問

T
P
P
参
加
は

　
　

絶
対
反
対
を

市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問

市
長

問

市
長

問

五
位
塚
議
員

完成が待たれるニチレイ工場

問

東
部
畑
か
ん

　

水
利
用
に
つ
い
て

市
長

曽
於
市
内
の

　

米
販
売
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
よ
る

　
　

雇
用
の
拡
大
を

市
長
／
新
卒
採
用
に
も
独
自
支
援
を
考
え
た
い

五位塚　剛 議員

一般質問
4議員登壇 市政を問う

問

市
長

米の販路 拡大を
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宿
泊
施
設
内
の
風
呂

の
設
置
や
ト
イ
レ
、
テ
レ

ビ
、
タ
タ
ミ
、
カ
ー
テ
ン

等
15
年
経
過
し
た
今
日
、

老
朽
化
し
て
お
り
、
施
設

の
改
善
が
望
ま
れ
る
が
答

弁
を
求
め
る
。

　
　
　

時
代
の
変
化
に
応

じ
た
宿
泊
施
設
で
あ
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
施
設

の
改
善
、
増
棟
に
つ
い
て

は
適
債
事
業
に
よ
り
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

平
成
21
年
度

は
公
民
館
活
動
補
助
金
と

し
て
７
２
０
万
円
、「
曽

於
元
気
だ
そ
お
」
ふ
る
さ

と
事
業
補
助
金
は
６
７
１

万
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
主
だ
っ
た
事
業
の
中

味
、
内
容
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
示
せ
。

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
事

業
補
助
金
は
５
年
間
の
事

業
で
本
年
度
が
最
終
年
度

と
な
っ
て
い
る
。
本
事
業

は
校
区
公
民
館
の
活
性
化

と
明
る
く
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

の
導
入
に
つ
い
て
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

市
内
で
は
自
治
会
、

地
域
づ
く
り
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
が
地
域
づ
く
り
に

積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
曽
於
市
総
合

振
興
計
画
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
向
と
し
て
「
住

民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
一
つ
の
柱
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
平
成

24
年
度
を
目
標
に
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
と
し
て
市

民
団
体
に
よ
る
提
案
型
活

動
等
に
対
し
、
助
成
制
度

の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

宿
泊
施
設
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
示
せ
。

　
　
　

平
成
21
年
度
利
用

実
績
は
、
屋
内
和
室
が
８

部
屋
で
３
０
７
１
人
、
利

用
料
は
１
１
９
０
万
１
５

０
０
円
で
、
屋
外
バ
ン
ガ

ロ
ー
が
４
６
２
人
で
利
用

料
が
90
万
５
千
円
で
あ
る
。

　
　

宿
泊
施
設
の
増
棟
を

望
む
声
が
あ
る
が
見
解
を

聞
き
た
い
。

　
　
　

今
ま
で
も
毎
年
３

千
人
を
超
え
る
方
々
に
利

用
し
て
頂
い
て
い
る
。
帰

省
さ
れ
た
方
や
曽
於
市
を

訪
れ
宿
泊
を
希
望
さ
れ
る

方
に
対
し
部
屋
が
少
な
い

こ
と
で
迷
惑
を
か
け
て
い

る
。
こ
の
こ
と
や
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
等
の
受
け
入
れ
を

考
え
る
と
増
棟
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
お
り
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

海
野
議
員

岩川校区のふれあい事業

問

市
長

問 市
長

問

市
長

市
長

問

施設改善が待たれる屋外バンガロー

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン

タ
ー
内
の
宿
泊
施
設
の

改
善
と
増
棟
を

市
民
参
加
に
よ
る

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

市
長
／
提
案
型
活
動
の
助
成
制
度
を

　
　
　

計
画
し
て
い
く海野　隆平 議員

夏
祭
り
、
ふ
る
さ
と
祭
り
、

六
月
灯
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
、
合
同
運
動

会
、
美
化
活
動
等
、
地
域

の
環
境
や
実
情
に
応
じ
た

事
業
・
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
公
民
館

活
動
補
助
金
は
産
業
部
費
、

女
性
部
費
等
、
各
校
区
公

民
館
の
運
営
的
な
事
業
に

対
し
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

校
区
公
民
館
に
対
す
る

助
成
に
よ
り
地
域
住
民
の

交
流
、
親
睦
に
よ
る
連
帯

意
識
の
高
揚
な
ど
、
地
域

づ
く
り
や
公
民
館
活
動
の

活
性
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、

「
校
区
・
地
区
公
民
館
活

動
」
の
起
爆
剤
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

市
民
団
体
の
単
位
で

行
う
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
に
対
す
る
助
成
制
度

池
田
市
長
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の
運
営
は
、
各
保
存
会
が

自
主
的
に
お
こ
な
っ
て
い

る
。
最
近
は
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
、
継
承
す
る
若

者
の
参
加
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
　

流
鏑
馬
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　

最
近
、
馬
主
並
び
保
存

会
と
状
況
を
話
し
合
っ
た

機
会
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

馬
主
に
対
す
る
補
助
金
に

つ
い
て
増
額
の
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
　

話
し
合
い
の
機

会
は
な
か
っ
た
。
今
後
機

会
を
作
り
た
い
。
馬
主
に

対
し
て
は
今
後
検
討
す
る
。

　
　

恒
吉
の
日
輪
城
及
び

橋
野
の
平
松
城
の
整
備
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
把

握
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

現
在
日
輪
城
に

つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ

る
調
査
検
討
会
、
地
形
測

量
、
用
地
取
得
及
び
発
掘

調
査
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。

平
松
城
は
、
今
回
、
県
の

助
成
に
よ
り
橋
野
連
合
会

が
中
心
に
な
り
道
路
や

曲く
る
わ輪
整
備
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
　

文
化
財
伝
承
は
地
域

の
活
性
化
並
び
に
教
育
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
見
解

を
も
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

歴
史
遺
産
や
伝

統
行
事
は
、
地
域
の
人
々

を
結
び
つ
け
る
大
き
な
力

が
あ
り
、
地
域
に
愛
着
や

誇
り
を
持
た
せ
る
大
切
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
　

本
市
に
も
今
後
学
芸

員
の
必
要
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　
　
　
　

専
門
的
知
識
が

あ
る
学
芸
員
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
行
財

政
改
革
や
人
員
削
減
と
関

連
が
あ
る
。

　

類
似
的
な
役
割
の
人
員

を
非
常
勤
の
形
で
配
置
で

き
な
い
か
十
分
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

注
釈

曲く
る
わ輪
と
は
…
防
衛
陣
地
・

建
造
物
を
建
て
る
敷
地
・

兵
の
駐
屯
施
設
と
し
て
城

郭
の
重
要
施
設
で
あ
る
。

　
　

国
際
貿
易
を
鑑
み
、

農
業
所
得
の
向
上
を
目
指

す
為
今
後
ど
の
よ
う
な
施

策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
　

足
腰
の
強
い

農
業
を
目
指
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
対
策
と
し
て
、

畑
か
ん
水
利
用
に
よ
る
安

定
し
た
生
産
、
ま
た
生
産

者
の
顔
が
見
え
る
農
業
を

推
進
し
、
輸
入
品
に
頼
ら

な
い
農
業
が
所
得
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　

農
産
物
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

平
成
21
年
度
か
ら

経
済
課
内
に
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室
を
設
置
し
、
推
進
協

議
会
検
討
委
員
会
で
協
議

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

曽
於
市
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証

要
綱
を
制
定
し
、
認
証
基

準
と
認
証
マ
ー
ク
作
成
に

入
る
。

農
業
所
得
の
向
上
を

　

目
指
し
て

池
田
市
長

教
育
長

問

問

問

問

市
長

問

教
育
長

問

多くの人で賑わう流鏑馬

教
育
長

教
育
長

新設された曽於市観光特産開発センター
（末吉道の駅隣）

文化財の対応は

市長／伝承に努力していく
迫　　杉雄 議員

　
　
　
　
　

今
日
ま
で
伝

承
さ
れ
、
培
わ
れ
て
き
た

有
形
、
無
形
の
文
化
財
で

本
市
発
展
が
あ
る
。
年
間

を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
整

備
運
営
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

本
市
に
あ

る
13
の
無
形
民
俗
文
化
財

迫
議
員

植
村
教
育
長
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議
員
年
金
は

今
後
廃
止
の
方
向
で
あ
る
。

市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
の
三
役
の
四
年
ご
と
支

給
の
退
職
金
に
つ
い
て
も
、

廃
止
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　

退
職
金
制
度

は
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
制

度
の
な
か
で
対
応
し
た
い
。

　
　

鹿
児
島
市
や
垂
水
市

の
よ
う
に
組
合
に
入
ら
な
い

な
ら
、
市
長
の
判
断
で
退
職

金
は
廃
止
で
き
る
。
市
長
の

四
年
間
の
１
６
７
０
万
円
の

退
職
金
は
時
代
に
合
わ
な
い
。

問 池
田
市
長

　
　
　

廃
止
す
る
考
え
は

な
い
。

　
　

な
ぜ
市
が
事
業
主
体
と

な
り
顕
彰
館
の
設
置
な
の
か
。

　
　
　

山
中
貞
則
氏
の
功

績
や
人
間
像
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
た
め
に
、
市
で
基

金
条
例
を
つ
く
り
寄
附
を

募
り
、
顕
彰
館
を
設
置
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
　

山
中
氏
を
敬
愛
す
る

市
民
は
多
い
。
顕
彰
館
の

設
置
に
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
。

　

し
か
し
政
治
家
の
場
合
、

市
民
の
評
価
は
分
か
れ
る
。

市
が
事
業
主
体
と
な
る
こ

と
は
行
政
上
な
じ
ま
な
い
。

顕
彰
館
は
市
か
ら
離
れ
た

財
団
法
人
等
が
事
業
主
体

と
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
が
関
わ
っ
た
方

が
寄
附
が
た
く
さ
ん
集
ま

り
、
安
定
し
た
運
営
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
、
市
が
事

業
主
体
と
な
る
こ
と
に
し
た
。

　
　

財
部
温
泉
で
は
夏
季

手
当
な
ど
支
給
さ
れ
て
い

な
い
。

　

こ
れ
は
、
入
札
時
の
条

件
に
反
す
る
も
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　

市
と
会
社
の
協
定

書
に
、
人
件
費
を
明
記
す

べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
て

い
る
。

　

入
札
時
の
条
件
で
あ
る

人
件
費
２
４
６
０
万
円
を

支
給
す
る
よ
う
会
社
に
要

請
し
て
い
き
た
い
。

　
　

市
雇
用
の
臨
時
職
員

は
、
一
ヶ
月
の
勤
務
日
数

を
減
ら
す
方
針
と
聞
い
て

い
る
が
。

　
　
　

今
後
特
殊
な
業
務

を
除
き
、
14
日
以
内
と
し

た
い
。

　
　

臨
時
職
員
は
ボ
ー
ナ

市
長
の
退
職
金
は
廃
止
を

市
長
／
廃
止
す
る
考
え
は
な
い

徳峰　一成 議員

ス
も
退
職
金
も
な
い
。
日

給
５
４
０
０
円
の
14
日
勤

務
で
は
生
活
が
で
き
な
い
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
一
ヶ

月
20
日
以
内
の
勤
務
と
す

べ
き
だ
。

　
　
　

合
併
後
も
臨
時
職

員
は
日
数
が
ま
ち
ま
ち
で

あ
っ
た
。
今
後
は
14
日
勤

務
を
基
本
と
し
た
い
。

　
　

曽
於
市
の
進
む
べ
き

方
向
を
出
し
た
過
疎
振
興

計
画
と
財
政
計
画
の
平
成

23
年
度
の
事
業
費
総
額
を

み
る
と
、
起
債
（
借
り
入

れ
）
に
依
存
し
た
過
疎
計

画
は
48
億
円
、
と
こ
ろ
が

財
政
計
画
は
40
億
円
と
８

億
円
の
大
き
な
違
い
が
生

じ
て
い
る
。
24
年
度
以
降

を
み
て
も
、
二
つ
の
計
画

に
は
事
業
費
総
額
に
大
き

な
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

　

今
後
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

を
は
じ
め
、
新
た
な
事
業

を
過
疎
計
画
に
追
加
す
る

な
ら
、
池
田
市
長
の
後
の

代
、
借
金
を
返
す
段
階
で

夕
張
市
の
よ
う
に
借
金
財

政
が
深
刻
に
な
ら
な
い
か

心
配
で
あ
る
が
。

　
　
　

過
疎
計
画
の
な
か

の
事
業
費
は
、
財
政
計
画

の
許
容
範
囲
で
絞
り
込
ん

で
い
く
よ
う
関
連
づ
け
て

ま
い
り
た
い
。

徳
峰
議
員

市
長

故 山中貞則邸（末吉町深川）

山
中
顕
彰
館
に
つ
い
て

財
部
温
泉
な
ど
従
業
員

の
労
働
条
件
の
改
善
を

市
雇
用
の
臨
時
職
員
の

対
応
に
つ
い
て

借
金
財
政
の

　
　

不
安
と
課
題

財部温泉直販所

問

問

市
長

市
長

問市
長

問問 市
長

市
長

問

市
長


